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化
、
病
院
機
能
評
価
の
受
審
の

影
響
な
ど
で
医
療
従
事
者
の
働

く
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
。
開
業
医
に
と
っ
て
も
、
お

か
れ
て
い
る
環
境
は
変
わ
ら
な

い
。
正
規
職
員
を
雇
用
し
た
く

て
も
パ
ー
ト
職
員
や
派
遣
職
員

を
雇
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

も
あ
る
。

　
政
府
の
医
療

費
抑
制
政
策
の

も
と
で
、
在
院

日
数
の
短
縮

化
、
医
療
の
高

度
化
、
電
子
カ

ル
テ
等
の
Ｉ
Ｔ

　
医
院
経
営
に
と
っ
て
雇
用
管

理
は
大
変
難
し
い
と
思
わ
れ
る

が
、
労
働
基
準
監
督
署
の
調
査

が
入
れ
ば
、「
知
ら
な
い
」「
で

き
な
い
」で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。

残
業
代
の
不
払
い
な
ど
が
是
正

対
象
に
な
れ
ば
、
経
営
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

る
。
実
際
、
定
期
監
督
を
受
け

た
医
療
機
関
の
８
割
が
労
働
基

準
法
違
反
の
是
正
勧
告
を
受
け

て
い
る
。

　
２
０
０
８
年
３
月
に
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
や
最
低

賃
金
法
が
改
正
さ
れ
た
。
協
会

の
代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

そ
の
内
容
を
十
分
に
理
解
さ
れ

て
い
な
い
方
が
多
い
こ
と
が
み

て
と
れ
る
。

　
職
員
を
解
雇
す
る
際
に
は
、

就
業
規
則
や
労
働
契
約
書
等
に

ど
の
よ
う
な
時
に
解
雇
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
か
を
あ
ら
か
じ

め
示
し
て
お
き
、
そ
の
用
件
に

合
致
し
た
場
合
し
か
解
雇
で
き

話
題
が
な
い
▼
会
話
で
は
、お

変
わ
り
な
い
で
す
か
？H

ow

 
  
 

are
you?

         と
気
遣
い
の
慣
用

句
で
始
め
ら
れ
る
。相
手
も
 

Fine     ,   thankyou

        ,   and
you?

        

と
挨
拶
を
返
す
。
あ
と
は
話
題

に
事
欠
け
ば
、
気
分
の
乗
ら
な

い
沈
黙
の
気
ま
ず
さ
に
続
く
。

病
気
見
舞
い
な
ら
、只
そ
こ
に

坐
り
、黙
っ
て
本
で
も
読
ん
で

お
れ
、と
の
意
見
も
あ
る
。医
療

界
で
は
、Fine,

      で
も
、not

 
   

m
yself,yet

 
          
…
な
ら
ば
如
何

に
と
問
診
の
ひ
と
時
に
花
も
咲

く
▼
執
筆
で
は
、
一
方
的
表
明

に
陥
ら
ず
、
読
者
へ
の
関
連
も

必
要
と
な
る
。ネ
タ
と
は
、ま
ず

は
自
分
と
自
分
の
仕
事
や
環
境

内
で
の
体
験
的
事
実
に
根
差
し

て
、単
に
心
の
思
い
で
は
な
い
。

こ
の
体
験
が
、広
くsociety

       

の
個
々
人
に
も
普
遍
化
で
き
て

実
行
で
き
、
効
果
・
安
全
性
の

証
拠
も
あ
れ
ば
更
に
よ
い
。
例

え
ば
、
高
齢
者
の
転
倒
骨
折
防

止
に
は
、
学
会
推
奨
の
フ
ラ
ミ

ン
ゴ
体
操
は
有
効
か
？
　
杖
１

本
歩
行
よ
り
２
本
が
よ
い
か
？

我
ら
が
団
塊
の
世
代
も
、
３
年

間
で
８
０
６
万
人
も
生
ま
れ
、

今
や
高
齢
者
社
会
の
門
に
ひ
し

め
き
、
少
子
化
社
会
の
進
展
に

生
活
破
綻
の
老
後
へ
と
ま
っ
し

ぐ
ら
▼
心
穏
や
か
に
と
Ｂ
Ｇ
Ｍ

に
、都
は
る
み
の
美
声
が
響
く
。

残
暑
の
秋
は「
北
の
宿
か
ら
」阿

久
悠
が
女
心
の
嘆
き
に
込
め
た

そ
の
意
気
遣
い
が
心
地
よ
い
。

「
   あ
な
た
変
り
は
な
い
で
す
か

　
夜
毎
暑
さ
が
募
り
ま
す

　
読
ん
で
も
ら
え
ぬ
論
文
を

　
眠
さ
こ
ら
え
て
書
い
て
ま
す

　
学
者
心
の
未
練
で
し
ょ
う

　
読
者
恋
し
い
仮
の
宿
…
」

と
の
替
え
歌
も
、
詩
人
の
冴
え

に
は
か
な
わ
な
い
。 
（
卯
蛙
）

　
秋
の
夜
、

パ
ソ
コ
ン
に

向
か
う
。
原

稿
締
切
り
に
、

語
り
か
け
る

　「
提
言
」
は
、
そ
の
基
礎
と
な

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
京
都

府
内
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
に
対
し
て
実
施
し
、
さ
ら

に
、
４
団
体
で
４
回
に
わ
た
る

懇
談
を
重
ね
、
各
団
体
内
で
の

検
討
を
経
て
完
成
し
た
。

　「
提
言
」
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
難

民
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
制
度

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
上
で
、

①
個
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
「
医
療
保
険
」
か
ら
給
付
さ

れ
る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
、
②

算
定
日
数
上
限（「
標
準
的
算
定

日
数
」）
を
廃
止
す
る
こ
と
、
③

必
要
と
す
る
な
ら
ば
臨
床
に
即

し
た
書
類
を
必
要
と
す
る
こ

と
、
④
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
体
系
を
廃
止
し
、
必
要

な
リ
ハ
ビ
リ
が
提
供
で
き
る
制

度
と
す
る
こ
と
、
⑤
安
定
し
た

患
者
に
つ
い
て
は
一
定
期
間
ご

と
の
リ
ハ
ビ
リ
診
察
を
可
能
に

す
る
こ
と
、
⑥
患
者
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
資
源
の
拡
大
を

す
る
こ
と
、
⑦
少
な
く
と
も
人

件
費
が
確
保
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ

報
酬
に
す
る
こ
と
―
を
掲
げ
、

必
要
な
患
者
に
必
要
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
制
度
の
改
善
を
求
め
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
「
提
言
」
は
、
今
後
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
化
し
、
関
係
者
に

対
し
て
制
度
の
改
善
を
さ
ら
に

訴
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

審
査
の
流
れ
や
仕
組
み
、
返
戻

や
再
審
査
請
求
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
ま
た
「
新
規
個
別

指
導
対
策
」
で
は
、
新
規
個
別

指
導
の
意
義
、
実
施
通
知
到
着

か
ら
結
果
通
知
ま
で
の
指
導
の

流
れ
、
指
摘
さ
れ
や
す
い
事

項
、
な
ど
を
説
明
。「
医
療
法

　
京
都
府
理
学
療
法
士
会
（
会
長
：
並
河
茂
氏
）、
京
都
府

作
業
療
法
士
会
（
会
長
：
平
山
聡
氏
）、
京
都
府
言
語
聴
覚

士
会
（
会
長
：
瀧
澤
透
氏
）
及
び
京
都
府
保
険
医
協
会
は

９
月
　
日
、「
リ
ハ
ビ
リ
制
度
の
あ
り
方
（
提
言
）」
を
ま

１０

と
め
、
小
宮
山
洋
子
厚
生
労
働
大
臣
、
中
央
社
会
保
険
医

療
協
議
会
委
員
ら
に
送
付
し
た
。

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
契
約
時
に
し
っ
か
り
と
労
働

条
件
に
つ
い
て
明
示
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
就
業

規
則
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
あ
る
。
常
時
　
人
以
上

１０

の
職
員
（
正
規
、
パ
ー
ト
職
員

す
べ
て
を
含
む
）
を
使
用
し
て

い
る
医
療
機
関
は
就
業
規
則
を

作
成
し
て
所
轄
の
労
働
基
準
監

督
署
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
ま
た
、
時
間
外
労
働
や
休
日

労
働
を
行
わ
せ
る
場
合
に
は
、

職
員
の
代
表
者
と
、
い
わ
ゆ
る

　
協
定
を
締
結
し
て
監
督
署
に

３６届
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
労
働
基

準
監
督
署
の
調
査
は
「
労
働
条

件
に
関
す
る
自
主
点
検
の
実
施

に
つ
い
て
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
で
自
主
点
検
の
結
果
を
報
告

さ
せ
て
、
改
善
が
必
要
な
項
目

が
多
い
事
業
所
や
対
応
が
不
誠

実
な
事
業
所
を
調
査
対
象
と
す

る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

雇
用
管
理
に
関
す
る
法
制
度
を

熟
知
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
対
応

が
必
須
で
あ
る
。

　
良
質
で
安
全
な
医
療
を
提
供

し
、
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
の

改
善
を
図
る
た
め
診
療
報
酬
の

大
幅
な
引
き
上
げ
、
患
者
負
担

の
大
幅
軽
減
、
消
費
税
の
増
税

中
止
、
損
税
解
消
等
の
運
動
を

共
に
す
す
め
て
い
こ
う
。

基
金
及
び
国
保
の
審
査
委
員
 （
２
面
）

医
療
安
全
研
修
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
紹
介
 （
３
面
）

（
最
終
回
）
占
領
下
の「
綜
合
原
爆
展
」 （
４
面
）

主な内容雇
用
管
理
の
正
し
い
理
解
と
対
応
を

　
保
険
医
協
会
保
険
部
会
は
、

今
年
度
よ
り
新
た
に
「
保
険
講

習
会
Ａ
」（
以
下「
Ａ
」と
記
載
）

並
び
に「
保
険
講
習
会
Ｂ
」（
以

下
「
Ｂ
」
と
記
載
）
を
そ
れ
ぞ

れ
隔
月
で
開
催
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
初
め
て
の
開
催
と
な

る「
Ａ
」は
８
月
　
日
に
、「
Ｂ
」

１８

は
９
月
　
日
に
開
催
し
た
。

１５

　「
Ａ
」
で
は
、
①
保
険
診
療
の

基
礎
知
識
、
②
レ
セ
プ
ト
審
査

の
２
つ
を
、「
Ｂ
」
で
は
、
①
新

規
個
別
指
導
対
策
、
②
医
療
法

立
入
検
査
対
策
―
の
２
つ
を

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

今
後
も
こ
の
内
容
で
開
催
し
て

い
く
。

　「
保
険
診
療
の
基
礎
知
識
」で

は
、
医
療
保
険
制
度
、
公
費
負

担
医
療
制
度
、
保
険
診
療
の

ル
ー
ル
、
カ
ル
テ
や
レ
セ
プ
ト

作
成
の
留
意
点
―
な
ど
を
紹

介
。「
レ
セ
プ
ト
審
査
」
で
は
、

立
入
検
査
対
策
」
で
は
、
実
施

根
拠
や
特
に
指
摘
さ
れ
や
す
い

ポ
イ
ン
ト
、
事
前
準
備
の
仕

方
、
な
ど
を
解
説
し
た
。
参
加

者
の
み
に
配
布
さ
れ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
資
料
も
「
活
用
で
き
る
」

と
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

　「
Ａ
」は
主
と
し
て
開
業
前
後

の
医
療
機
関
の
方
を
、「
Ｂ
」
は

開
業
後
６
カ
月
程
度
の
医
療
機

関
の
方
を
そ
れ
ぞ
れ
念
頭
に
内

容
を
組
み
立
て
て
い
る
が
、
基

礎
的
な
内
容
で
あ
る
た
め
、
保

険
診
療
の
ル
ー
ル
の
再
確
認

や
、
職
員
の
新
入
職
時
な
ど
に

ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
な

お
、
次
回
開
催
予
定
は
そ
れ
ぞ

れ
上
記
の
通
り
。
新
規
開
業
以

外
の
方
で
も
、
ご
参
加
を
ご
希

望
の
方
は
、
前
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
き
た
い
。

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

保険講習会Ａ…主に開業前後の方を対象
　①保険診療の基礎知識、②レセプト審査
⇒次回開催 １０月２０日（木）午後２時～
保険講習会Ｂ…主に開業後６カ月程を対象
　①新規個別指導対策、②医療法立入検査対策
⇒次回開催 １１月１７日（木）午後２時～

新
た
な
講
習
会
が
大
好
評
!!

保
険
基
礎
知
識
か
ら
個
別
指
導
対
策
ま
で

厚
労
大
臣
ら
に
送
付

府
三
療
法
士
会

と
保
険
医
協
会

１． 個別リハビリテーションは「医療保険」から給付される
仕組みにすること

２．算定日数上限（「標準的算定日数」）を廃止すること
３．必要とするならば臨床に即した書類を必要とすること
４． 疾患別リハビリテーション体系を廃止し、必要なリハ
ビリが提供できる制度とすること

５． 安定した患者については一定期間ごとのリハビリ診察
を可能にすること

６． 患者ニーズに応えられるよう訪問リハビリテーション
資源の拡大をすること

７．少なくとも人件費が確保できるリハビリ報酬にすること

「リハビリ制度のあり方（提言）」の骨子

リ
ハ
ビ
リ
制
度
の
あ
り
方
を
提

リ
ハ
ビ
リ
制
度
の
あ
り
方
を
提
言言
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脱原発に向け府民大集会

者
は
２
６
０
０
人
と
、
文
字
通

り
の
大
集
会
と
な
っ
た
。
集
会

で
は
、
福
島
在
住
の
農
家
の
方

を
は
じ
め
、
医
師
や
教
師
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
、
事
故

に
よ
る
現
在
の
惨
状
が
訴
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
集
会
終
了
時
に

は
、
い
ま
こ
そ
「
原
発
Ｎ
Ｏ
外
」

の
声
を
挙
げ
よ
う
と
の
決
議
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
京
都

市
役
所
前
ま
で
、
デ
モ
行
進
が

行
わ
れ
た
。

　
翌
　
日
に
は
、「
バ
イ
バ
イ

１１

原
発
９
・
　
」
が
開
催
さ
れ
、

１１

市
民
に
対
し
、
原
発
ゼ
ロ
を
目

指
そ
う
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

変
え
よ
う
と
訴
え
な
が
ら
、
円

山
公
園
か
ら
京
都
市
役
所
前
ま

で
バ
イ
バ
イ
ウ
ォ
ー
ク
を
行
っ

た
。
参
加
者
は
幅
広
い
世
代
が

集
ま
り
、
１
６
０
０
人
に
の

ぼ
っ
た
。
特
に
学
生
や
子
育
て

中
の
母
親
な
ど
の
参
加
が
目
立

ち
、「
脱
原
発
」
へ
の
関
心
の
高

さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　
協
会
は
、
両
集
会
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
飯
田
理
事
な
ど
が
参

加
し
た
。◇　

予
　
定
　
◇

「
放
射
能
汚
染
」に
関
す
る

学
習
会
 　
舞
鶴

in

　
日
時
　
　
月
　
日
（
土
）
午

１０

２２

後
２
時
～
４
時

　
場
所
　
舞
鶴
市
西
総
合
会
館

（
予
定
）

　
講
師
　
反
核
京
都
医
師
の
会

代
表
世
話
人
・
三
宅
成
恒
氏

　
主
催
　
反
核
京
都
医
師
の
会

　
初
日
の
記
念
講
演
は
、「
広

が
る
貧
困
と
医
療
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
―
医
療
へ
の
期
待
と
医

師
の
自
立
」
を
テ
ー
マ
に
弁
護

士
で
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

表
の
宇
都
宮
健
児
氏
が
講
演
。

弁
護
士
と
し
て
、
サ
ラ
金
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
問
題
、
多
重
債
務
問

題
に
向
き
合
う
う
ち
に
、
背
景

に
あ
る
貧
困
問
題
を
解
決
し
な

け
れ
ば
、
根
本
的
な
解
決
に
な

ら
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
精
力

的
に
反
貧
困
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

医
師
に
対
し
て
は
、
国
の
医
療

政
策
を
根
本
か
ら
転
換
さ
せ
る

運
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
最

も
医
療
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
自
身
が
医
療
を
提

供
す
る
な
ど
、「
動
く
」
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
２
日
目
の
分
科
会
で
垣
田
副

理
事
長
は
、
日
々
の
在
宅
医
療

に
お
け
る
介
護
保
険
の
位
置
づ

　「
医
療
再
生
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
　
回
保
団
連
医
療
研
究

２６

集
会
が
９
月
　
・
　
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
熊
本
で
開

１７

１８

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
医
師
・
歯
科
医
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

等
７
７
２
人
が
参
加
し
た
。
京
都
か
ら
は
垣
田
副
理
事

長
、
山
本
昭
郎
環
境
対
策
委
員
が
参
加
し
、
分
科
会
で
そ

れ
ぞ
れ
報
告
を
行
っ
た
。

け
等
に
つ
い
て
　
年
を
総
括
。

１０

医
療
保
険
「
老
人
デ
イ
ケ
ア
」

と
し
て
出
発
し
た
通
所
施
設

が
、
２
０
０
０
年
４
月
よ
り
自

動
的
に
介
護
保
険
の
「
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
移
行

し
た
こ
と
。
移
行
後
　
年
間
の

１０

施
設
内
で
の
取
り
組
み
や
、
介

護
報
酬
に
翻
弄
さ
れ
る
日
々
な

ど
を
紹
介
。
医
療
機
関
で
あ
り

な
が
ら
、
介
護
保
険
で
運
営
さ

れ
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
課
題
を
提
示
し
た
。

　
山
本
環
境
対
策
委
員
は
同
委

員
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
、
Ｎ

Ｏ
２
濃
度
の
測
定
調
査
結
果
に

つ
い
て
報
告
。
こ
れ
ま
で
の
調

査
結
果
と
比
較
し
、
最
近
は
大

気
汚
染
の
高
い
地
域
と
低
い
地

域
の
差
が
縮
ま
り
、
平
均
化
し

て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
府
内

全
体
に
広
が
る
傾
向
を
示
し
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
道

路
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
や
高
速

道
路
の
利
用
促
進
策
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
北
部
等

の
汚
染
が
少
な
い
き
れ
い
な
地

域
は
、
消
滅
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
解
説
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

京
都
府
で
進
め
ら
れ
て
い
る
高

速
道
路
建
設
の
問
題
点
や
、
梅

小
路
公
園
で
建
設
が
行
わ
れ
て

い
る
京
都
水
族
館
の
問
題
点
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　
２
日
目
午
後
は
「
医
療
連
携

の
光
と
影
」「
子
ど
も
の
虐
待
」

「
診
療
所
に
お
け
る
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
の
現
状
と
効
果
的
な
取

り
組
み
を
考
え
る
」
の
３
つ
の

市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
た
。「
子
ど

も
の
虐
待
」
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ネ
リ

ス
ト
か
ら
、
被
害
者

に
対
す
る
心
の
ケ

ア
、
虐
待
が
発
達
時

の
子
ど
も
の
脳
に
も

た
ら
す
影
響
に
つ
い

て
、
学
校
歯
科
健
診

の
現
場
に
お
け
る
虐

待
の
初
期
対
応
に
つ

い
て
、
虐
待
問
題
へ

の
取
り
組
み
状
況
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

　
東
京
で
６
万
人
集
会
が
開
か

れ
る
な
ど
、
脱
原
発
に
向
け
各

地
で
市
民
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
中
、
京
都
で
は
安
斎
育
郎

氏
な
ど
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

「
９
・
　
原
発
Ｎ
Ｏ
外
京
都
府
民

１０

大
集
会
」
が
９
月
　
日
、
円
山

１０

音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加

（上）９．１０府民大集会で訴えを行う三宅成恒
反核京都医師の会代表世話人、（下）バイバ
イ原発９．１１のウォークに参加する飯田哲夫
理事ら

京都でも大きなうねり

Ｎ
Ｏ
２
測
定
結
果
を
報
告

介
護
保
険
　
年
の
取
り
組
み

１０

記
念
講
演
の
宇
都
宮
健
児
弁
護
士

「
医
療
再
生
」 テ
ー
マ
に
医
療
研
究
集
会

京
都
か
ら
垣
田
・
山
本
氏
が
演
題
発
表

　
人
、
国
保
は
　
人
。

８６

８０

　
基
金
の
審
査
委
員
会
委
員
長

は
垣
内
孟
氏
（
新
・
内
科
）
が
、

副
委
員
長
に
は
上
原
春
男
氏

（
新
・
内
科
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
国
保
の
審
査
委
員
会
会
長
は

引
き
続
き
立
入
克
敏
氏
（
再
・

整
形
外
科
）
が
、
副
会
長
に
は

木
谷
輝
夫
氏
（
再
・
内
科
）、
依

田
純
三
氏
（
再
・
内
科
）
が
選

出
さ
れ
た
。

　
両
審
査
委
員
の
任
期
は
、
い

ず
れ
も
　
年
５
月
　
日
ま
で
の

１３

３１

２
年
間
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
支
払
基

金
・
国
保
連
合
会
両
審
査
委
員

会
の
審
査
委
員
の
委
嘱
が
、
６

月
１
日
付
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

た
。
委
嘱
さ
れ
た
医
科
の
審
査

委
員
は
表
の
通
り
で
、
基
金
は

基
金
審
査
委
員
長
に
垣
内
氏

国
保
審
査
会
長
は
立
入
氏

審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
がががががががががが
改改改改改改改改改改

審
査
委
員
が
改
選選選選選選選選選選選

学識経験者保険者代表診療担当者代表専門科

支
　
　
払
　
　
基
　
　
金

○上原　 春男江村　 正仁安達　 秀樹

内 科

大藪　　 博門脇　 則光井本　 雅美

長村　 吉朗堅田　 和弘稲掛　 英男

◎垣内　　 孟久米　 典昭沖　　 映希

勝目　　 紘小林　 正夫角水　 正道

佐々木 義行佐藤　 克明梶山　 靜夫

谷村　 仲一田上　 哲也北川　　 靖

田卷　 俊一早川　 道雄竹田　 彬一

西村　 幸隆林　　 英夫田代　　 博

山内　　 知古川　 啓三林　　 理之

山口　 恭平三尾　 直士吉政　 孝明

横江　 信義吉田　 憲正若林　 正之

吉波　 尚美

舘石　 捷二木﨑　 善郎藤田　 克寿
小 児 科

若園　 吉裕

清水　 達夫
精 神 科

吉田　 卓史

鎌野　 孝和池田　　 義野見山 世司

外　 科

高橋　 俊三糸井　 啓純濱島　 高志

古家　 敬三伊林　 範裕福州　　 修

神田　 圭一水谷　　 均

竹中　　 温峯松　 壮平

能見 伸八郎山木　 垂水

細川　 豊史

矢部　 正治

大和　 俊夫

小田 良之輔日下部 虎夫岩田　 啓史

整 形 外 科
高田　 秀彰森下　 晉伍鈴木　 雅清

中嶋　　 毅

菱本　　 修

野々村 光生青木　　 正泌 尿 器 科

新屋　 明美
皮 膚 科

松村　 康洋

冨田　　 慈堀江　 克行井田　 憲司

産 婦 人 科 大坪　 一夫

山下　　 元

久山　　 元松田　 敏央

眼　 科 原山　 憲治

松本　 康宏 

児嶋　 久剛松岡　 秀樹

耳鼻咽喉科 佐藤　 文彦

西村　 秀夫

公益代表保険者代表保険医代表専門科

国
　
保
　
連
　
合
　
会

岩田　 征良梶田　 芳弘岡田　 楯彦

内 科

小川　　 直北村　　 誠尾崎　 信之

○木谷　 輝夫勝島　 慎二小野　 晋司

金　　 達龍桑原　 洋史小西　 正昭

窪田　 小弓河野　 義雄坂口　 佳司

出口　 武司小西　 哲郎佐々木 善二

徳田　 隆彦島崎　 千尋鈴鹿　 隆之

中嶋　 俊彰中埜　 幸治関　　　 透

西村 俊一郎原　　　 洋田代　　 研

畑　　 雅之春山　 春枝中島　 悦郎

馬場　 満男宮尾　 賢爾松本　 恒司

藤村　　 聡安田 健治朗

牧山　　 武和田　 成雄

山下　 直己

○依田　 純三

栗山　 政憲川勝　 秀一
小 児 科

東道 伸二郎

中嶋　 章作
精 神 科

南部　 知幸

上原　 従正佐藤 秀一郎薄井　 裕治

外 科

角山　 正博高橋　 章之垣田　 清人

土屋　 宣之北浦　 一弘

中原　 功策齋藤　 信雄

松繁　　 洋坂部　 秀文

山本　 栄司柴垣　 一夫

武内　 俊史

◎立入　 克敏岩下　 靖史内田　 寛治

整 形 外 科 奥田　 良樹橋本　 秀輝

田中　 千晶藤田　 隆生

北村　 浩二近藤　 守寛

泌 尿 器 科 飛田　 収一

山﨑　　 悟

小西　 啓介松木　 正人皮 膚 科

巽　　 啓司岩破　 一博産 婦 人 科

佐野　 貴之池部　　 均
眼 科

中路　　 裕大田　　 實

中井　　 茂
耳鼻咽喉科

村上　 匡孝

◎基金委員長、国保会長　○基金副委員長、国保副会長（順不同・敬称略、

歯科審査委員を除く、２０１１年８月１日現在）

注）基金・国保提供資料、「京都医報」№１９６０を参考に作成

地
区
医
師
会

と
の
懇
談
会

当
面
の
予
定

■下京東部医師会
　日　時　１０月１２日（水） 
　場　所　ホテル日航プリンセス京都（京都市下京区烏丸高辻東入ル）
■西陣・上京東部・京都北医師会
　日　時　１０月２７日（木） 
　場　所　京都府保険医協会・会議室

懇談会：午後２時～３時 
「指導」情報交換会：３時～３時３０分

懇談会：午後２時～３時３０分
「指導」情報交換会：３時３０分～４時



ただいま加入受付中

保険医年金保険医年金
加入申込
期　　間

10 年 度
実　 績

10月25日（火）まで
1.299％
※2012年１月１日付け加入です

月　払（満74歳以下の会員）

一時払（満79歳以下の会員で月払に加入している方）

1口 1万円　30口限度（月30万円）

1口 50万円　毎回40口（2,000万円）
※ 手数料との関係で1.258％の利率が続くと仮定して、
新たにご加入される月払については４年以上、一時払
で２年以上の長期にわたって積立されることをお勧め
します。詳しくは、９月末メディパックにて送付の年
金パンフレットをご覧下さい。

（ ）2011年９月１日現在 予定利率1.258％
2010年度配当率0.042％

京 都 保 険 医 新 聞毎月５日・２０日・２５日発行 第２７９９号昭和２６年３月５日第三種郵便物認可（３）２０１１年（平成２３年）１０月５日

医
療
安
全
対
策
の
実
践
 ①

 榎
 「
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト
」

　
医
療
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
」
な

ど
と
称
し
た
書
式
を
、
院
内
に

用
意
す
る
こ
と
は
、
今
や
常
識

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
般

に
「
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
レ
ポ
ー

ト
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
全

従
業
員
対
象
に
些
細
な
こ
と
で

も
よ
い
か
ら
、
院
内
で
何
か
問

題
点
を
見
つ
け
た
り
、
ニ
ア
ミ

ス
を
経
験
し
た
場
合
に
文
書
報

告
し
て
、
今
後
の
予
防
に
役
立

て
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
実
践
に
際
し
て
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
、

い
く
つ
か
お
話
し
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

に
と
っ
て
、
で
き
れ
ば
作
成
し

た
く
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は

（
重
大
な
）責
任
を
問
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
き
つ
く
叱
責
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
、
職
場
で

噂
に
な
ら
な
い
か
、
と
い
っ
た

不
安
が
付
き
ま
と
う
か
ら
で

す
。
本
来
の
目
的
は
予
防
と
い

　
①
個
人
へ
の
糾
弾
の
材
料
と

し
な
い
。

　
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト

と
い
う
も
の
は
、
医
療
従
事
者

る
。
　
患
者
が
特
定
さ
れ
る
と
証
拠

保
全
の
際
に
、
カ
ル
テ
と
同
様

の
証
拠
物
件
と
し
て
開
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
出

て
き
ま
す
。
更
に
２
０
０
５
年

４
月
に
施
行
さ
れ
た
個
人
情
報

保
護
法
に
も
関
係
し
て
き
ま

う
こ
と
で
す
の
で
、
責
任
者
は

そ
の
意
図
を
十
分
に
従
業
員
に

理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
そ
の
前
提
が
な
け
れ

ば
例
え
制
度
が
あ
っ
て
も
、
誰

も
有
効
に
活
用
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
②
患
者
氏
名
の
明
記
は
避
け

と
を
隠
す
の
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
レ
ポ
ー
ト
に
は
未
確

認
の
事
象
、
あ
る
い
は
報
告
者

の
見
当
違
い
も
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
患

者
さ
ん
側
に
不
必
要
な
誤
解
を

与
え
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
。

証
拠
保
全
を
申
し
立
て
ら
れ
た

す
。
記
載
内
容
は
起
こ
っ
た
事

象
に
限
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
イ

ン
シ
デ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト
は
基

本
的
に
事
故
報
告
書
と
は
性
格

の
違
う
も
の
な
の
で
す
。

　
③
カ
ル
テ
等
、
診
療
デ
ー
タ

と
は
分
け
て
保
存
。

　
こ
れ
は
何
も
都
合
の
悪
い
こ

場
合
も
、上
記
②
の
通
り
、患
者

さ
ん
の
特
定
が
で
き
な
け
れ
ば

開
示
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患

者
さ
ん
に
デ
ー
タ
を
開
示
す
る

際
に
は
、
誤
っ
て
一
緒
に
見
せ

な
い
よ
う
に
努
め
て
下
さ
い
。

　
④
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
レ
ポ
ー

ト
に
基
づ
く
医
療
安
全
研
修
会

の
開
催
。

　
折
角
、
報
告
さ
れ
た
も
の
も

活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
従
事
者
へ

の
制
度
設
立
の
説
得
力
も
な
く

な
り
ま
す
。
定
期
的
に
検
討
す

る
場
を
設
け
て
、
全
従
業
員
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
必
要
で

す
。
　
次
回
は
、
医
療
法
で
も
開
催

が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
、
医
療

安
全
研
修
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

　
細
菌
薬
剤
感
受
性
検
査
の
月

ま
た
ぎ
の
請
求
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
前
月
末
に
細
菌
培
養
同

定
検
査
を
実
施
し
た
後
、
細
菌

薬
剤
感
受
性
検
査
を
オ
ー
ダ
ー

し
ま
し
た
が
、
培
養
同
定
の
検

査
結
果
が
出
る
の
に
多
少
時
間

が
か
か
り
、
感
受
性
検
査
の
実

施
の
み
翌
月
に
な
り
ま
し
た
。

翌
月
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り

受
診
が
な
か
っ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
に
細
菌
薬
剤
感
受
性
検
査

実
施
料
を
請
求
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
Ａ
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り

翌
月
に
再
診
が
な
か
っ
た
場

合
、
診
療
実
日
数
は
「
０
」
と

し
、
細
菌
薬
剤
感
受
性
検
査
の

実
施
料
の
み
を
請
求
し
ま
す
。

そ
の
場
合
、
診
療
報
酬
明
細
書

の
「
摘
要
」
欄
に
コ
メ
ン
ト
し

て
下
さ
い
。
な
お
、
検
体
検
査

診
断
料
に
つ
い
て
は
前
月
に
細

菌
培
養
同
定
検
査
に
つ
い
て
請

求
し
て
い
る
の
で
、
算
定
は
で

き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
下
さ
い
。

セ
プ
ト
受
付
・
締
切
」
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。
基
金
・
国
保

の
受
付
日
は
正
し
く
は
「
７

日
、
８
日
、　
日
」
で
、
９
日

１０

（
日
）
は
閉
所
日
で
す
。

のの

9

　
民
主
党
が
政
権
を
取
っ
て
か
ら

止
ま
っ
て
い
た
診
療
関
連
死
・
医

療
事
故
の
調
査
制
度
作
り
を
め
ぐ

る
動
き
が
、
こ
の
と
こ
ろ
少
し
活

発
に
な
っ
て
き
た
。

　
こ
の
問
題
は
、
医
療
事
故
の
社

会
問
題
化
と
民
事
訴
訟
の
増
加
、

刑
事
事
件
に
な
る
ケ
ー
ス
の
増
加

を
受
け
て
２
０
０
４
年
２
月
、
内

科
・
外
科
・
病
理
・
法
医
の
４
医

学
会
が
中
立
的
専
門
機
関
を
求
め

る
共
同
声
明
を
出
し
た
の
が
始
ま

り
だ
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
は
医

療
側
の
要
望
だ
っ
た
。

　
　
年
９
月
か
ら
第
三
者
組
織
が

０５
解
剖
・
調
査
・
分
析
を
行
う
モ
デ

ル
事
業
が
始
ま
り
、　
年
６
月
に

０８

は
厚
労
省
が
医
療
安
全
調
査
委
員

会
設
置
法
案
（
仮
称
）
の
大
綱
案

を
公
表
し
た
。

　
大
綱
案
は
、
診
療
に
関
連
し
た

疑
い
の
あ
る
死
亡
の
届
け
出
を
義

務
づ
け
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

置
く
委
員
会
に
強
い
調
査
権
限
を

持
た
せ
る
の
が
特
徴
だ
。
し
か

し
、
故
意
の
疑
い
、
標
準
的
な
医

療
か
ら
著
し
く
逸
脱
し
た
医
療
の

疑
い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
な
ど
４
類
型

を
警
察
へ
通
知
す
る
と
定
め
た
点

を
中
心
に
、
一
部
の
医
師
た
ち
が

強
く
反
対
し
た
。

　
反
対
派
の
意
見
に
乗
っ
か
っ
て

民
主
党
が
作
っ
た
対
案
は
、
院
内

調
査
を
基
本
と
し
、
患
者
側
が
納

得
で
き
な
い
場
合
や
最
初
か
ら
希

望
す
る
場
合
は
都
道
府
県
の
医
療

安
全
セ
ン
タ
ー
が
調
べ
る
と
い
う

も
の
で
、
対
話
の
促
進
や
裁
判
外

紛
争
解
決
を
重
視
す
る
と
し
た
。

　
今
年
７
月
に
な
っ
て
日
本
医
師

会
の
検
討
委
員
会
が
ま
と
め
た
提

言
は
、
第
三
者
委
員
を
含
む
院
内

調
査
委
員
会
が
ま
ず
調
査
を
行

い
、
そ
れ
で
究
明
が
困
難
な
場
合

は
第
三
者
機
関
が
調
べ
る
と
い
う

２
段
階
方
式
で
、
民
主
党
案
に
似

て
い
る
。

　
筆
者
は
、
こ
の
問
題
を
政
治
マ

タ
ー
に
し
て
対
案
を
作
り
、
政
権

に
つ
く
と
放
置
し
た
民
主
党
の
一

部
議
員
た
ち
の
姿
勢
に
た
い
へ
ん

疑
問
を
感
じ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て

お
き
、
調
査
制
度
を
ど
う
設
計
す

る
べ
き
か
。

　
ま
ず
肝
心
な
の
は
目
的
で
あ

る
。
紛
争
解
決
に
主
眼
を
置
く
民

主
党
案
の
発
想
は
、
医
療
側
の
都

合
で
あ
り
、
患
者
側
を
な
だ
め
れ

ば
よ
い
と
い
う
意
図
が
透
け
て
見

え
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
患
者
・
遺

族
は
納
得
し
な
い
か
ら
結
局
、
紛

争
の
解
決
に
も
ろ
く
に
役
立
た
な

い
だ
ろ
う
。

　
患
者
側
が
求
め
る
の
は
、
原
因

究
明
と
再
発
防
止
で
あ
る
。
医
療

安
全
の
観
点
か
ら
必
要
な
こ
と
も

同
じ
で
、
原
因
を
調
べ
る
努
力
を

尽
く
し
て
こ
そ
、
再
発
防
止
に

も
、
医
療
へ
の
信
頼
確
保
に
も
貢

献
で
き
る
。
そ
れ
が
紛
争
防
止
に

も
つ
な
が
る
。

　
そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
。

　
第
１
は
、
事
実
経
過
を
早
く
確

定
さ
せ
る
こ
と
。
記
録
の
改
ざ

ん
・
隠
蔽
を
処
罰
す
る
立
法
と
、

第
三
者
機
関
に
よ
る
素
早
い
記
録

確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　
第
２
に
、
第
三
者
機
関
を
調
査

主
体
に
す
る
。
院
内
調
査
で
は
中

立
性
に
欠
け
る
し
、
同
じ
職
場
の

人
間
で
は
問
題
点
を
率
直
に
指
摘

し
に
く
い
。
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機

関
は
調
査
能
力
が
足
り
な
い
し
、

日
常
診
療
が
あ
る
中
で
労
力
が
か

か
る
。

　
第
三
者
調
査
と
院
内
調
査
を
並

行
し
て
行
う
の
は
効
率
が
悪
い
。

　
と
は
い
え
、
医
療
機
関
が
事
例

に
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
は
重

要
だ
か
ら
、
調
査
過
程
に
病
院
側

と
遺
族
側
の
双
方
の
委
員
が
参
加

す
る
方
式
を
提
案
し
た
い
。

　
第
３
は
、
実
務
調
査
チ
ー
ム
の

確
保
で
あ
る
。
解
剖
の
体
制
と
評

価
委
員
会
に
加
え
、
専
従
の
臨
床

医
、
看
護
師
、
薬
剤
師
ら
の
調
査

体
制
が
必
要
だ
。

　
第
４
に
、
届
け
出
は
義
務
づ
け

た
い
。
身
寄
り
の
な
い
患
者
も
い

る
し
、
医
療
事
故
の
全
体
状
況
を

把
握
す
べ
き
だ
ろ
う
。
第
三
者
機

関
へ
届
け
れ
ば
警
察
へ
の
届
け
出

は
不
要
と
す
る
。

　
警
察
へ
の
通
知
条
項
へ
の
反
対

論
が
制
度
実
現
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
際
、
そ
れ
は

や
め
、
刑
事
事
件
に
す
る
か
ど
う

か
は
遺
族
と
警
察
の
判
断
に
ま
か

せ
よ
う
。

　
厚
労
省
は
医
療
事
故
全
般
を
対

象
に
し
た
無
過
失
補
償
制
度
の
検

討
会
を
８
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

が
、
そ
う
し
た
制
度
を
作
る
場
合

も
、
し
っ
か
り
し
た
調
査
体
制
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お

き
た
い
。

診
療
関
連
死
の
調
査
制
度
を
ど
う
設
計
す
る
か

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
貴
協
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
共
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
医
療
法
人
石
鎚
会
田
辺
中
央

病
院
・
医
療
安
全
管
理
室
　
松

下
 佳
子
） お

昼
ど
き
の
研
修
が
成

功
し
ま
し
た
の
も
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
お
か
げ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も

残
り
の
タ
イ
ト
ル
を
活

ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、「
医
療

安
全
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
―
医
療
安
全

研
修
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
の
ご

医
療
安
全
の
院
内
研
修
に
最
適
鎧 数

の
参
加
を
得
ま
し
て
、
無
事

初
回
の
お
昼
ど
き
の
研
修
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
担
当
し
た
者
と
し
て
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
一
言
お
礼
を
と
思
い
お
手

紙
を
差
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

内
容
も
問
題
点
と
か
解
決
策
と

か
、
と
て
も
わ
か
り
易
く
視
聴

し
易
い
も
の
で
し
た
。
初
回
の

「
お
昼
ど
き
医
療
安
全
研
修
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
昼
食

時
の
　
分
の
研
修
と
な
り
ま
す

２０

と
内
容
が
難
し
く
困
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
視
聴
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
良

い
内
容
・
時
間
を
設
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様

で
、
昼
食
時
に
も
関
わ
ら
ず
多
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平
素
は
研
修
会
な
ど
何
か
と

お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う

案
内
を
い
た
だ
き
、
購
入
い
た

し
ま
し
た
。
そ
し
て
活
用
し
て

　
会
員
医
療
機
関
の
医
療
安
全
担
当
者
の
方
か
ら
、
協
会

発
行
の
「
医
療
安
全
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
―
医
療
安
全

研
修
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
使
用
し
て
の
感
想
が
事
務
局
ま
で
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
各
医
療
機
関
に
も
参
考
に
な
る
内
容
と
思

わ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

『医療安全を身につけるために
 榎 ―医療安全研修ＤＶＤ』

会
員
医
療
機
関
か
ら
の
お
便
り

　
訂
正
　
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー

№
１
８
１
の
４
頁
「
　
月
の
レ

１０
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フ
ク
シ
マ
か
ら
ヒ
ロ
シ
マ
・
 

ナ
ガ
サ
キ
を
振
り
返
る

　
福
島
の
原
発
事
故
は
核
被
害
の

恐
ろ
し
さ
を
我
々
に
再
認
識
さ
せ

る
と
と
も
に
、
放
射
能
に
関
す
る

知
識
を
与
え
て
く
れ
た
。
フ
ク
シ

マ
と
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
比

較
す
る
時
、
多
く
の
教
訓
が
あ
る

が
、
特
徴
的
な
の
は
「
内
部
被
曝
」

の
問
題
で
あ
る
。
原
爆
症
の
認
定

に
当
た
っ
て
国
は
「
原
因
確
率
」

と
い
う
基
準
を
用
い
る
が
、
こ
れ

は
「
直
爆
」
だ
け
で
判
断
し
て
、

内
部
被
曝
を
で
き
る
だ
け
無
視
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

た
め
に
全
国
各
地
で
原
爆
訴
訟
が

起
こ
っ
て
お
り
、
大
部
分
で
原
告

の
勝
訴
を
か
ち
と
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
い
ま
だ
に
原
爆
障
害
で
は

低
線
量
内
部
被
曝
を
無
視
し
よ
う

と
す
る
風
潮
は
絶
え
な
い
。
こ
れ

に
反
し
て
フ
ク
シ
マ
で
は
、
近
隣

の
大
気
中
の
放
射
線
量
が
毎
日
発

表
さ
れ
、
食
物
中
の
放
射
線
量
も

測
定
さ
れ
て
い
る
。
肺
と
口
か
ら

入
る
内
部
被
曝
を
、
国
も
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
、
被
曝

に
は
閾
値
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な

低
線
量
被
曝
で
あ
れ
、
将
来
、
障

害
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
現
在
、
世
界
が
保
有
す
る
核
弾

頭
は
２
万
発
に
及
ん
で
お
り
、
核

戦
争
の
脅
威
は
今
も
続
い
て
い

る
。
も
し
も
原
爆
が
ひ
と
た
び
使

用
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
地
球
の
滅

亡
を
意
味
す
る
。
原
発
と
同
じ
く

原
爆
も
あ
ら
た
め
て
重
要
視
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
、
被
爆
体
験
の
継

承
は
依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
で

あ
る
。「
綜
合
原
爆
展
」の
よ
う
な

原
爆
展
示
は
、
こ
の
課
題
に
応
え

る
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。原

発
は
即
刻
廃
炉
に
す
る

べ
き
で
あ
る

　
福
島
第
一
原
発
の
今
回
の
大
事

故
に
つ
い
て
は
、
国
や
東
京
電
力

の
発
表
は
欺
瞞
と
時
期
遅
れ
に
満

ち
て
い
る
。
震
災
翌
日
に
は
１
号

機
で
水
素
爆
発
が
生
じ
て
炉
心
の

核
燃
料
が
溶
融
を
起
し
て
い
た
の

に
、
発
表
は「
心
配
な
い
」で
あ
っ

た
。
東
電
が
そ
れ
を
認
め
た
の

は
、
事
故
か
ら
実
に
２
カ
月
も

た
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
格
納
容
器

の
爆
発
を
回
避
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
ベ
ン
ト
や
、
圧
力
容
器
、
配

管
な
ど
の
亀
裂
な
ど
に
よ
っ
て
大

量
の
放
射
性
物
質
が
大
気
や
海
水

中
に
漏
れ
出
し
た
し
、
意
図
的
に

海
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
現
在
も
放
射
線
漏
れ

は
続
い
て
い
る
。
何
時
に
な
っ
た

ら
放
射
線
の
心
配
が
な
く
な
る
の

か
、
果
た
し
て
こ
の
事
故
は
収
束

で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
極
め

て
疑
問
で
あ
る
。

ヒロシマ・ナガサキ・フクシマ

川
合
 一
良
（
下
西
）

占
領
下
の

占
領
下
の 「
綜
合
原
爆
展
」
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通
常
の
原
発
は
ウ

ラ
ン
を
燃
料
と
し
て

い
る
が
、
原
発
を
動

か
す
と
必
ず
大
量
の

核
廃
棄
物
が
で
き

る
。
こ
の
中
に
は
猛

毒
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

も
入
っ
て
い
る
。
半

減
期
は
、
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
が
　
年
、
プ

３０

ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９

は
実
に
２
万
４
千
年

で
、
ほ
と
ん
ど
永
久

に
存
続
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も

こ
の
使
用
済
み
核
燃
料
廃
棄
物
は

原
子
炉
か
ら
取
り
出
し
た
後
に

も
、
大
量
の
熱
や
放
射
線
を
出
し

続
け
る
。
こ
の
使
用
済
み
核
燃
料

を
国
は
再
処
理
し
て
ウ
ラ
ン
と
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
に
分
離
し
て
再
び
核

燃
料
と
し
て
使
用
す
る
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
も
危
険
な
方
法
で
あ

る
上
、
青
森
県
六
ケ
所
村
に
計
画

中
の
再
処
理
工
場
は
ト
ラ
ブ
ル
続

き
で
稼
動
の
見
込
み
は
立
っ
て
い

な
い
。
や
む
な
く
こ
の
廃
棄
物
は

原
子
炉
建
屋
内
の
プ
ー
ル
等
に
置

か
れ
て
い
る
が
、
満
杯
が
近
く

な
っ
て
お
り
、
保
存
場
所
の
見
通

し
は
立
っ
て
い
な
い
。
こ
の
使
用

済
み
核
廃
棄
物
処
理
の
問
題
は
、

我
々
の
子
孫
に
大
き
な
負
担
を
残

す
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
人
間
に
は
原
発
を

制
御
す
る
能
力
は
な
い
。
世
界
有

数
の
地
震
国
に
、
そ
も
そ
も
原
発

を
作
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ
っ
た
。

　

 訃
　
報
 

　
福
間
禎
子
氏
（
享
年
　
、
乙

７６

訓
）
９
月
７
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

（
上
）米
軍
が
撮
影
し
た
原
爆
投
下
１
時
間
後
の
き
の
こ
雲（
広
島
平

和
記
念
資
料
館
提
供
）、（
下
）爆
発
を
起
こ
し
た
東
電
福
島
第
一
原
発

綜
合
原
爆
展
の
パ
ネ
ル
よ
り
「
平
和
を
求
め
て

こ
れ
を
追
う
べ
し
」

中
南
海
地
震
な
ど
の
大
地
震
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
現
在
、
原
発
対
策

で
可
能
な
こ
と
は
一
刻
も
早
い
廃

炉
し
か
な
い
。
そ
し
て
原
発
撤
去

へ
と
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
今
後
、
広
島
、
長
崎
の

被
爆
者
が
受
け
て
い
る
よ
う
な
差

別
問
題
は
、
必
ず
福
島
で
も
起
き

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
将
来
、
原

発
被
害
の
認
定
に
際
し
て
も
、
原

爆
被
害
と
同
様
な
問
題
が
生
じ
る

で
あ
ろ
う
。
我
々
市
民
が
よ
く
よ

く
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。

「
核
戦
争
防
止
・
核
兵
器
廃
絶
を
訴

え
る
京
都
医
師
の
会
」
に
つ
い
て

　
こ
の
会
は
、
１
９
８
２
年
に
設

立
さ
れ
た
。
国
際
的
な
医
師
組
織

「
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議（
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）」の
京
都
支
部
で
も
あ

る
。
こ
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
け
て
い
る
。
現

在
、
会
員
は
１
９
７
人
。
入
会
を

お
勧
め
す
る
。 

（
お
わ
り
）

　
大
島
正
義
京
都
産
婦
人
科
医

会
会
長
、
関
浩
保
険
医
協
会
理

事
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
山

下
元
支
払
基
金
京
都
支
部
審
査

委
員
に
よ
り
「
保
険
請
求
の
留

意
事
項
と
最
近
の
審
査
事
情
」

の
解
説
が
行
わ
れ
た
。

　
次
に
座
長
の
京
都
府
立
医
科

大
学
女
性
生
殖
医
科
学
教
授
の

北
脇
城
先
生
よ
り
小
森
慎
二
先

生
の
ご
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
小

森
慎
二
先
生
は
徳
島
大
学
の
ご

出
身
で
２
０
０
９
年
に
兵
庫
医

科
大
学
産
科
婦
人
科
学
講
座
教

授
と
な
ら
れ
た
。
当
日
の
テ
ー

マ
は
「
免
疫
と
不
妊
」
で
、
精

子
不
動
化
抗
体
、
抗
透
明
帯
抗

体
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
ご
研

究
の
ま
と
め
を
お
話
し
い
た
だ

い
た
。

　
不
妊
症
の
原
因
の
中
で
免
疫

因
子
は
約
３
％
と
い
わ
れ
、
頻

度
は
決
し
て
高
く
な
い
が
男
女

共
に
常
に
考
え
る
べ
き
原
因
で

あ
る
。
抗
精
子
抗
体
に
よ
る
不

妊
症
の
機
序
は
精
子
の
性
管
通

過
障
害
、
卵
へ
の
結
合
阻
害
、

受
精
阻
害
、
胚
の
発
育
阻
害
等

が
あ
る
が
、
抗
精
子
抗
体
に
も

多
様
性
が
あ
り

全
て
こ
れ
ら
の

作
用
を
持
っ
て

い
る
の
で
は
な

く
、
其
々
の
抗

体
に
よ
り
作
用

が
異
な
る
と
考

え
ら
れ
て
い

る
。
女
性
で
は

補
体
依
存
性
の

精
子
不
動
化
抗

体
は
不
妊
症
と

の
関
連
が
一
番

高
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
広
く
臨

床
使
用
さ
れ
て

い
る
。
強
陽
性

例
は
体
外
受
精
の
適
応
と
な

る
。
一
方
、
男
性
が
抗
精
子
抗

体
を
保
有
す
る
場
合
、
射
精
さ

れ
た
精
子
に
は
抗
体
が
付
着
し

て
い
る
。
抗
体
付
着
精
子
含
有

率
が
　
％
以
上
の
場
合
、
体
外

８０

受
精
で
の
受
精
率
が
低
下
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
顕

微
授
精
の
適
応
と
な
る
。
ま
た

対
応
抗
原
は
精
巣
内
精
子
に
は

存
在
せ
ず
、
精
巣
上
体
精
子
と

射
精
し
た
精
子
、
さ
ら
に
精
漿

中
に
も
多
量
に
存
在
す
る
。
こ

の
対
応
抗
原
は
リ
ン
パ
球
と
は

異
な
っ
た
糖
鎖
構
造
を
持
つ

m
ale
reproductive

trac

 
                      t  
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 2  （m
r  

 t  CD   52   ）
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

m
r  

 t  CD   52    の
精
子
上
で
の
機

能
を
調
べ
た
結
果
、
補
体
抑
制

活
性
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明

し
、
精
子
が
女
性
性
管
の
中
を

通
過
す
る
際
の
防
御
機
構
に
関

与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
卵
透
明
帯
は
抗
原
性
が
強

く
、
異
種
動
物
の
透
明
帯
の
免

疫
に
よ
り
自
己
抗
体
を
誘
導
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

不
妊
症
患
者
の
十
数
％
、
早
発

閉
経
の
　
％
近
く
に
透
明
帯
抗

５０

体
陽
性
患
者
が
認
め
ら
れ
た
。

透
明
帯
抗
体
の
存
在
に
よ
り
卵

成
熟
が
阻
害
さ
れ
、
ま
た
受
精

し
て
も
胚
盤
胞
率
が
低
下
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
卵
透
明
帯
抗
体
と
卵
巣
機

能
と
の
密
接
な
関
連
が
示
唆
さ

れ
た
。

　
不
妊
症
治
療
に
携
わ
る
者
と

し
て
決
し
て
疎
か
に
し
て
は
な

ら
な
い
免
疫
の
問
題
を
、
わ
か

り
や
す
く
明
快
に
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
、
知
識
の
整
理
と
肉

づ
け
を
す
る
こ
と
の
で
き
た
本

当
に
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ

た
。

（
京
都
産
婦
人
科
医
会
理
事

 

　
田
村
 秀
子
）

産
婦
人
科
診
療
内
容

向
上
会
で
講
演
す
る

小
森
氏（
円
内
）

　
金
融
共
済
委
員
会

　（
９
／
　
）
の
状
況

２１

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
台
風
　
号
の
影
響
に
よ
り
委

１５

員
会
の
開
催
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
委
員
の
意
見
を
ふ
ま

え
決
定
し
ま
し
た
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
５
件
、
加
入
４
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
３
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

１９３０年６月岡山生まれ、
１９５４年京都大学医学部
卒業。在学中に夫人の
葉子氏とともに同学会
主催「綜合原爆展」に関
わり、「『原爆展』掘り起
こしの会」を発足させ活
動。現在、介護老人保健
施設ぬくもりの里勤務。

川合 一良 氏

　
第
　
回
産
婦
人
科
診
療
内
容
向
上
会
が
８
月
　
日
、
京

４３

２０

都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
開
催
さ
れ
た
。
兵
庫
医
科
大
学
産

科
婦
人
科
学
講
座
教
授
・
小
森
慎
二
氏
が
「
不
妊
と
免
疫
」

と
題
し
て
講
演
し
、
１
０
４
人
が
参
加
し
た
。

産
婦
人
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

不不不不不不不不不不
妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊
とととととととととと
免免免免免免免免免免
疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫
のののののののののの
関関関関関関関関関関
係係係係係係係係係係
をををををををををを
解解解解解解解解解解

不
妊
と
免
疫
の
関
係
を
解
説説説説説説説説説説説

文化ハイキン文化ハイキンググ 　 秋の美山の里を巡秋の美山の里を巡るる
　南丹市美山町を訪ねて秋の一日を、のんびりと過ごします（全行
程バス）。午前中は「かやぶき美術館・郷土資料館」を巡り、美山町自
然文化村「河鹿荘」のかやぶき別館で昼食。午後は美山町自然文化
村でバラ園見学などの後、「かやぶきの里」集落などを訪ねます。ご
家族・スタッフの方々お誘いあわせ、ぜひご参加ください。なお、雨
具のご用意とともに軽装で歩きやすい靴でご参加下さい。
　日　程　１０月１６日（日）午前９時３０分～午後６時頃（雨天決行）
　参加費　５，０００円（入場料、昼食代含む）
　集　合　午前９時３０分　ＪＲ二条駅西口前　　定　員　先着２０人（要申込）
　主　催　京都府保険医協会　有限会社アミス

第２２回環境ハイキン第２２回環境ハイキンググ 
錦秋の西山山腹古刹と外環工事の始まった西山山麓を巡錦秋の西山山腹古刹と外環工事の始まった西山山麓を巡るる

　日　時　１１月２３日（水・祝）午前９時～
　　　　　※当日の天気予報の降水確率が６０％以上の場合は中止
　集　合　午前９時・阪急東向日駅西改札前
　行　程　阪急東向日駅＝タクシー分乗＝金蔵寺－１ ㎞ －逢坂

峠－１．３㎞－杉谷－１．２㎞－善峰寺－０．３㎞－三鈷寺－
１㎞－灰谷－２．５㎞－石作－１㎞－正法寺－０．２㎞－
大原野神社－２㎞－九社神社－１㎞－沓掛

　参加費　無料・交通費自弁（昼食・飲物・雨具などは各自ご用意ください）
　主　催　京都府保険医協会　京都府歯科保険医協会


	1-2799
	2-2799
	3-2799
	4-2799

